



















































































































































































































































ルー ル， （5)管理者の姿勢， （6)方針・組織構
造を組織風土の生成要因としてあげている。松尾




















































































































































(Koys & DeCotiis, 1991)。日本における組織風
土研究においても，リーダーシップや職務特性（福







































ることを示す伝統性とPlan・ Do ・ Seeのマネジメ
ントが機能していることを表す組織環培性からな
る企業組織用組織風土尺度を開発しており，さら

























村ほか， 2014 ；鈴木・淵上， 2012 ；米沢•岡本・林，


























































































































































































































































松原・鮎澤・萩原 (2004)は． Zahar(1980). 
Flin. O'Connor & Bryden (2000)，増地 (2002)
らの安全に関する組織風土とCommitteeon 
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